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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

みのやまはいじだいく
じ・みのやまはいじか
そういせきだいじゅう
にじ

美濃山廃寺第９
次・美濃山廃寺下
層遺跡第12次・

やわたしみのやまふ
るでら・ほそだに・
おおつか

八幡市美濃山古
寺・細谷・大塚

26210
29
44 34°50′46″

34°50′44″
135°43′20″
135°43′11″

20110808
〜

20120302
2,500 道路建設

みのやまがようあとぐ
ん・みのやまいせきだ
いさんじ

美濃山瓦窯跡群・
美濃山遺跡第３次

やわたしみのやまふ
るでら・でじま

八幡市美濃山古
寺・出島

26210 24 34°50′46″
34°50′35″

135°43′20″
135°42′59″

20120806
〜

20130126
2,085 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

美濃山廃寺第９次

美濃山廃寺下層遺
跡第12次

美濃山瓦窯跡群

美濃山遺跡第３次

寺院

集落

窯跡

集落

奈良

弥生

奈良〜平安

掘立柱建物・柵列・溝・
土坑・土師器焼成坑・煙
管状窯

竪穴建物

瓦窯４基

竪穴建物・土坑・柱穴

土師器・須恵器・陶磁器・瓦

弥生土器・土師器

土師器・須恵器・ひさご形土製品・覆鉢
形土製品・瓦

弥生土器・土師器・土製品・石製品

「西寺」銘
瓦出土

所収遺跡名 要 約

美濃山廃寺第９次
美濃山廃寺下層遺跡第12次
美濃山瓦窯跡群
美濃山遺跡第３次

　
　平成22年度調査では美濃山廃寺に関連する掘立柱建物４棟のほか柵列、土師器焼成坑、
土坑、溝を調査した。調査の過程で新たに奈良時代から平安時代までの瓦窯４基を検出し
た。美濃山廃寺下層遺跡では弥生時代後期の竪穴建物９基を調査した。
平成23年度調査では引き続き瓦窯３基の調査を行い、「西寺」刻印瓦を含む貴重な瓦資料が
出土した。隣接する美濃山廃寺に瓦を供給しただけではなく、南山城の諸寺に供給してい
たことが明らかになった。
美濃山遺跡の調査では、竪穴建物２棟と土坑を検出した。竪穴建物は律令期のもので、柱
穴や周壁溝がないことから、工房などの住居以外の機能が想定できる。。


